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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根の下方に設けられ、屋内空間と屋外空間との中間領域となり、かつ正面側の屋外空
間との間に遮蔽物が無い中間領域部を備えた建物において、
　建物本体は、床面の高さ位置が異なる複数の層に分かれるとともに、これら複数の層の
それぞれに部屋が配置された状態に構成され、
　前記複数の層のうち最も低い層である第一層には、
　天井が、基準となる第一天井高さ位置に設定された第一部屋と、
　前記中間領域部及び前記第一部屋に隣接するとともに、天井が、前記第一天井高さ位置
よりも高い第二天井高さ位置に設定された第二部屋と、
　前記中間領域部及び前記第一部屋に隣接するとともに、天井が、前記第一天井高さ位置
と前記第二天井高さ位置との中間付近である第三天井高さ位置に設定された第四部屋と、
が配置され、
　前記中間領域部と前記第四部屋は建物の間口方向に隣接し、前記中間領域部と前記第二
部屋は建物の奥行き方向に隣接し、前記第四部屋と前記第一部屋は奥行き方向に隣接し、
前記第一部屋と前記第二部屋は建物の間口方向に隣接しており、
　前記第三天井高さ位置は、３．０メートル前後に設定されており、
　前記複数の層のうち前記第一層よりも床面の高さ位置が高い第二層には、前記中間領域
部との間に前記第二部屋を挟んだ状態で前記第二部屋に隣接するとともに前記第二部屋と
前記天井を共有する第三部屋が設けられ、
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　前記第三部屋のうち前記第二部屋側の縁部には、上端部が天井に達しない高さに設定さ
れ、かつ前記第二部屋と前記第三部屋とを仕切る手摺壁が設けられ、前記第三部屋には、
前記手摺壁に沿って机が設置されており、
　前記中間領域部は、床面の高さ位置が前記第一層と略等しく設定されるとともに、天井
が、前記第三天井高さ位置に設定され、
　前記中間領域部には、
　前記中間領域部と前記第二部屋との間に位置する外壁である第一壁と、
　前記中間領域部と前記第四部屋との間に位置するとともに前記第一壁と直交する外壁で
ある第二壁と、
　前記第二壁とは反対側に位置するとともに前記屋根を支持する屋根支持部と、が設けら
れ、
　前記第一壁のうち前記第二壁側は、窓の無い状態で屋内空間と屋外空間とを隔てる第一
仕切壁部とされ、
　前記第一壁のうち前記第一仕切壁部ではない箇所には、前記中間領域部の床面から天井
までの高さ寸法と略等しい高さ寸法に設定されて屋内空間と屋外空間とを連通する第一開
口部が形成されており、
　前記第二壁のうち前記第一壁と共に形成する入隅部側の端部には、前記中間領域部の床
面から天井までの高さ寸法と略等しい高さ寸法に設定されて屋内空間と屋外空間とを連通
する第二開口部が形成され、
　前記第二壁のうち前記第二開口部が無い部分は、窓の無い状態で屋内空間と屋外空間と
を隔てる第二仕切壁部とされており、
　前記第一壁における前記第一仕切壁部と、前記第二壁における前記第二仕切壁部と、前
記屋根支持部と、は耐力壁であり、
　前記第一開口部の上端部には、ガラス窓である嵌め殺し窓が取り付けられ、当該嵌め殺
し窓の下方には、ガラス窓である掃き出し窓が取り付けられており、
　前記第二開口部の上端部には、ガラス窓である嵌め殺し窓が取り付けられ、当該嵌め殺
し窓の下方には、ガラス窓である掃き出し窓が取り付けられており、
　前記手摺壁と前記第一開口部における前記嵌め殺し窓とが、前記第二部屋の上方空間を
介して対向し、前記第一開口部における前記嵌め殺し窓の上端部は、前記手摺壁の上端部
よりも上方に位置していることを特徴とする建物。
【請求項２】
　請求項１に記載の建物において、
　前記屋根支持部は前記第一壁から離間して配置され、これら屋根支持部と第一壁との間
は、前記屋外空間から前記第一開口部に向かって光を差し込ませるための採光部とされて
いることを特徴とする建物。
【請求項３】
　請求項２に記載の建物において、
　前記第二開口部と前記採光部は、互いに向き合うようにして配置されていることを特徴
とする建物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の建物において、
　前記第二層には、前記手摺壁と直交して配置されるとともに前記屋外空間に面する第三
壁が設けられ、
　前記第三壁には、前記屋外空間から前記屋内空間に向かって光を差し込ませるための第
三開口部が形成されていることを特徴とする建物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の建物において、
　前記屋根のうち前記第三部屋の上方に位置する箇所に天窓が形成されていることを特徴
とする建物。
【請求項６】
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　請求項１～５のいずれか一項に記載の建物において、
　前記第二層には、前記手摺壁と平行して配置されるとともに前記屋外空間に面する第四
壁が設けられ、
　前記第四壁には、前記第一開口部と対向する位置関係となる第四開口部が形成されてい
ることを特徴とする建物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の建物において、
　前記第一壁の幅寸法は、前記建物本体の間口寸法における少なくとも略半分を占める長
さに設定され、
　前記第二壁の幅寸法は、前記第一壁の幅寸法の略半分の長さに設定されていることを特
徴とする建物。
【請求項８】
　平屋であることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、住宅等の建物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建物本体のコーナー部に、庭に面したテラスを配置した住宅等の建物に係る技術
が知られている（例えば、特許文献１参照）。
　このような建物においては、テラスが、隣接する複数の部屋のそれぞれに対して出入口
となる窓を介して隣接している。そのため、隣接する複数の部屋のそれぞれとテラスとの
間を自由に出入りできるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１７４０３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近年、建物に対する、テラスやピロティのような屋内空間と屋外空間とをつ
なぐ中間領域部が占める割合を高くし、これによって建物の開放感を高めたいという要望
がある。
　そこで、例えばテラス等の中間領域部の幅や奥行きを広くすることが考えられるが、単
に幅を広げただけでは中間領域部への雨の浸入を防ぎにくく、単に奥行きを広くしただけ
では屋内空間への採光がしにくくなるという問題がある。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、中間領域部への雨の浸入を抑えるとと
もに採光性を確保し、開放感を高めることが可能な建物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、例えば図１～図７に示すように、屋根３の下方に設けられ、
屋内空間と屋外空間との中間領域となり、かつ正面側の屋外空間との間に遮蔽物が無い中
間領域部４を備えた建物１において、
　建物本体２は、床面の高さ位置が異なる複数の層Ａ，Ｂ，Ｃに分かれるとともに、これ
ら複数の層Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれに部屋が配置された状態に構成され、
　前記複数の層Ａ，Ｂ，Ｃのうち最も低い層である第一層Ａには、
　天井１６が、基準となる第一天井高さ位置Ｄに設定された第一部屋７ａと、
　前記中間領域部４及び前記第一部屋７ａに隣接するとともに、天井１５が、前記第一天
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井高さ位置Ｄよりも高い第二天井高さ位置Ｅに設定された第二部屋７ｂと、
　前記中間領域部４及び前記第一部屋７ａに隣接するとともに、天井が、前記第一天井高
さ位置Ｄと前記第二天井高さ位置Ｅとの中間付近である第三天井高さ位置Ｆに設定された
第四部屋８（和室８）と、が配置され、
　前記中間領域部４と前記第四部屋８は建物１の間口方向に隣接し、前記中間領域部４と
前記第二部屋７ｂは建物１の奥行き方向に隣接し、前記第四部屋８と前記第一部屋７ａは
奥行き方向に隣接し、前記第一部屋７ａと前記第二部屋７ｂは建物１の間口方向に隣接し
ており、
　前記第三天井高さ位置Ｆは、３．０メートル前後に設定されており、
　前記複数の層Ａ，Ｂ，Ｃのうち前記第一層Ａよりも床面の高さ位置が高い第二層Ｂには
、前記中間領域部４との間に前記第二部屋７ｂを挟んだ状態で前記第二部屋７ｂに隣接す
るとともに前記第二部屋７ｂと前記天井１５を共有する第三部屋１１が設けられ、
　前記第三部屋１１のうち前記第二部屋７ｂ側の縁部には、上端部が天井１５に達しない
高さに設定され、かつ前記第二部屋７ｂと前記第三部屋１１とを仕切る手摺壁１４が設け
られ、前記第三部屋１１には、前記手摺壁１４に沿って机が設置されており、
　前記中間領域部４は、床面４ａの高さ位置が前記第一層Ａと略等しく設定されるととも
に、天井４ｂが、前記第三天井高さ位置Ｆに設定され、
　前記中間領域部４には、
　前記中間領域部４と前記第二部屋７ｂとの間に位置する外壁である第一壁２１と、
　前記中間領域部４と前記第四部屋８との間に位置するとともに前記第一壁２１と直交す
る外壁である第二壁２２と、
　前記第二壁２２とは反対側に位置するとともに前記屋根３を支持する屋根支持部２５と
、が設けられ、
　前記第一壁２１のうち前記第二壁２２側は、窓の無い状態で屋内空間と屋外空間とを隔
てる第一仕切壁部２１ｂとされ、
　前記第一壁２１のうち前記第一仕切壁部２１ｂではない箇所には、前記中間領域部４の
床面４ａから天井４ｂまでの高さ寸法と略等しい高さ寸法に設定されて屋内空間と屋外空
間とを連通する第一開口部２１ａが形成されており、
　前記第二壁２２のうち前記第一壁２１と共に形成する入隅部側の端部には、前記中間領
域部４の床面４ａから天井４ｂまでの高さ寸法と略等しい高さ寸法に設定されて屋内空間
と屋外空間とを連通する第二開口部２２ａが形成され、
　前記第二壁２２のうち前記第二開口部２２ａが無い部分は、窓の無い状態で屋内空間と
屋外空間とを隔てる第二仕切壁部２２ｂとされており、
　前記第一壁２１における前記第一仕切壁部２１ｂと、前記第二壁２２における前記第二
仕切壁部２２ｂと、前記屋根支持部２５と、は耐力壁であり、
　前記第一開口部２１ａの上端部には、ガラス窓である嵌め殺し窓が取り付けられ、当該
嵌め殺し窓の下方には、ガラス窓である掃き出し窓が取り付けられており、
　前記第二開口部２２ａの上端部には、ガラス窓である嵌め殺し窓が取り付けられ、当該
嵌め殺し窓の下方には、ガラス窓である掃き出し窓が取り付けられており、
　前記手摺壁１４と前記第一開口部２１ａにおける前記嵌め殺し窓とが、前記第二部屋７
ｂの上方空間を介して対向し、前記第一開口部２１ａにおける前記嵌め殺し窓の上端部は
、前記手摺壁１４の上端部よりも上方に位置していることを特徴とする。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、屋内空間と屋外空間との中間領域となる中間領域部４
は、屋根３の下方に設けられているので、住人は、この中間領域部４を屋内空間の延長部
のような感覚で利用することができる。そのため、屋内空間と屋外空間との間を行き来し
やすくなり、屋内空間と屋外空間とが、あたかも一続きの空間であるかのような印象を与
えることができるので、開放感を高めることができる。
　また、第一壁２１には、第一層Ａと略等しい高さ位置に設定された床面４ａから、第一
天井高さ位置Ｄと第二天井高さ位置Ｅとの中間付近である第三天井高さ位置Ｆに設定され
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た天井４ｂまでの高さ寸法と略等しい高さ寸法に設定された第一開口部２１ａが形成され
ているので、高さ寸法のある窓開口を確保できるとともに、中間領域部４と第二部屋７ｂ
との間から、例えば垂れ壁のように目線の上にある壁を無くすことができる。これにより
、例えば高さ寸法の低い開口に比して採光性を高めることができるので、その分、第一壁
２１の位置を奥まった位置に寄せて配置することができる。そのため、中間領域部４の奥
行きを広く確保することができるので、中間領域部４への雨の浸入を抑えるとともに採光
性を確保でき、中間領域部４を利用する人に対して開放感を与えることができる。さらに
、このような高さ寸法のある第一開口部２１ａによれば、中間領域部４や第二部屋７ｂに
いる人への圧迫感を少なくすることができるとともに、視線を遮るものを少なくすること
ができるので、開放感を高めることができる。
　また、手摺壁１４と第一開口部２１ａとが、第二部屋７ｂの上方空間を介して対向し、
第一開口部２１ａの上端部は、手摺壁１４の上端部よりも上方に位置しているので、第一
開口部２１ａを介して第三部屋１１から屋外空間を見ることができる。そのため、第二部
屋７ｂから屋外空間を見た時の開放感を高めることができるだけでなく、第二層Ｂに配置
された第三部屋１１から屋外空間を見た時にも開放感を高めることができる。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、例えば図１～図４に示すように、請求項１に記載の建物１に
おいて、
　前記屋根支持部２５は前記第一壁２１から離間して配置され、これら屋根支持部２５と
第一壁２１との間は、前記屋外空間から前記第一開口部２１ａに向かって光を差し込ませ
るための採光部２５ａとされていることを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、屋根支持部２５は第一壁２１から離間して配置され、
これら屋根支持部２５と第一壁２１との間が、屋外空間から第一開口部２１ａに向かって
光を差し込ませるための採光部２５ａとされているので、たとえ第一壁２１が中間領域部
４における奥まった位置に設けられた場合であっても、第二壁２２とは反対側に位置する
採光部２５ａから第一開口部２１ａへの採光を確保しやすい。すなわち、屋外空間の光を
、採光部２５ａおよび第一開口部２１ａを介して屋内空間に差し込ませることができるの
で、屋内空間への採光性を向上させることができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、例えば図２，図４，図６に示すように、請求項２に記載の建
物１において、
　前記第二開口部２２ａと前記採光部２５ａは、互いに向き合うようにして配置されてい
ることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば、第二壁２２に形成された第二開口部２２ａと採光部２
５ａは、互いに向き合うようにして配置されているので、採光部２５ａから中間領域部４
側に差し込んだ光を、第二開口部２２ａを介して、第二開口部２２ａの屋内空間側にある
部屋（和室８）にも差し込ませることができる。すなわち、屋外空間の光を、採光部２５
ａおよび第二開口部２２ａを介して屋内空間に差し込ませることができるので、屋内空間
への採光性をより向上させることができる。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、例えば図４に示すように、請求項１～３のいずれか一項に記
載の建物１において、
　前記第二層Ｂには、前記手摺壁１４と直交して配置されるとともに前記屋外空間に面す
る第三壁２３が設けられ、
　前記第三壁２３には、前記屋外空間から前記屋内空間に向かって光を差し込ませるため
の第三開口部２３ａが形成されていることを特徴とする。
【００１３】
　請求項４に記載の発明によれば、手摺壁１４と直交する第三壁２３に形成された第三開
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口部２３ａから屋内空間に向かって光を差し込ませることができるので、第三部屋１１は
もとより、第三部屋１１における手摺壁１４の上方空間を介して第二部屋７ｂ側にも採光
を確保できる。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、例えば図４，図６に示すように、請求項１～４のいずれか一
項に記載の建物１において、
　前記屋根３のうち前記第三部屋１１の上方に位置する箇所に天窓１７が形成されている
ことを特徴とする。
【００１５】
　請求項５に記載の発明によれば、屋根３のうち第三部屋１１の上方に位置する箇所に天
窓１７が形成されているので、屋外空間の光を、天窓１７から第三部屋１１に差し込ませ
ることができる。また、天窓１７から差し込む光を、第三部屋１１における手摺壁１４の
上方空間を介して第二部屋７ｂにも差し込ませることができる。そのため、屋内空間への
採光性をより向上させることができる。
　さらに、第一開口部２１ａから天窓１７に向かって、またはその逆方向に風を通り抜け
させることができるので、屋内空間における通風性を向上させることができる。そのため
、中間領域部４および屋内空間における開放感の向上に貢献できる。
　これによって、屋内空間における居住の快適性をより向上させることができる。
【００１６】
　請求項６に記載の発明は、例えば図４，図６に示すように、請求項１～５のいずれか一
項に記載の建物１において、
　前記第二層Ｂには、前記手摺壁１４と平行して配置されるとともに前記屋外空間に面す
る第四壁２４が設けられ、
　前記第四壁２４には、前記第一開口部２１ａと対向する位置関係となる第四開口部２４
ａが形成されていることを特徴とする。
【００１７】
　請求項６に記載の発明によれば、第四壁２４には、第一開口部２１ａと対向する位置関
係となる第四開口部２４ａが形成されているので、第四開口部２４ａから第一開口部２１
ａ側、すなわち第三部屋１１および第二部屋７ｂへの採光を確保できる。さらに、第一開
口部２１ａから第四開口部２４ａに向かって、またはその逆方向に風を通り抜けさせるこ
とができるので、屋内空間における通風性をより向上させることができる。
【００１８】
　請求項７に記載の発明は、例えば図１～図４，図６に示すように、請求項１～６のいず
れか一項に記載の建物１において、
　前記第一壁２１の幅寸法は、前記建物本体２の間口寸法における少なくとも略半分を占
める長さに設定され、
　前記第二壁２２の幅寸法は、前記第一壁２１の幅寸法の略半分の長さに設定されている
ことを特徴とする。
【００１９】
　請求項７に記載の発明によれば、第一壁２１の幅寸法は、建物本体２の間口寸法におけ
る少なくとも略半分を占める長さに設定されているので、建物１全体において中間領域部
４が占める割合を大きくすることができる。したがって、この中間領域部４を、住人に対
して、単に建物１の一画に過ぎないという印象ではなく、その場に居つくことのできる住
空間の一つとして印象付けることができる。
　さらに、第二壁２２の幅寸法は、第一壁２１の幅寸法の略半分の長さに設定されている
ので、第二壁２２と直交する第一壁２１の位置を、屋内空間側に寄せて設けることができ
、中間領域部４の奥行を屋内空間側に深くすることができる。これによって、中間領域部
４内を雨に濡れにくい空間とすることができるので、屋内空間の延長部として居心地よく
することができる。また、雨天時に洗濯物を干すスペースとしても利用できる。さらに、
夏場には屋根３によって日差しを遮りながら、第一開口部２１ａから屋内空間に風を取り
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込むことができるので、屋内空間における居住環境を快適にすることができる。つまり、
中間領域部４および屋内空間における居住の快適性を向上させることができる。
【００２０】
　請求項８に記載の発明は、例えば図１～図７に示すように、請求項１～７のいずれか一
項に記載の建物１が平屋であることを特徴とする。
【００２１】
　請求項８に記載の発明によれば、建物１が平屋であるため、斜線制限等の法令に基づく
高さ制限を過剰に気にすることなく、屋内空間における天井高を高くすることができる。
そして、屋内空間の天井高を高くするのに伴って、第一開口部２１ａの高さも高くするこ
とができるので、天井高が低いことによる圧迫感を軽減でき、開放感を高めることができ
る。
　また、周辺住宅が複数階建てである場合には、周辺住宅の上階側から中間領域部４への
視線を屋根３によって遮ることができるので、中間領域部４におけるプライバシーを確保
できる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、中間領域部への雨の浸入を抑えるとともに採光性を確保し、開放感を
高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】中間領域部を備えた建物を正面側から見た場合の斜視図である。
【図２】中間領域部を右側面側から見た場合の斜視図である。
【図３】中間領域部を備えた建物の正面図である。
【図４】中間領域部を備えた建物の断面図である。
【図５】中間床の下方に形成された収納部を示す拡大断面図である。
【図６】図４に示す建物のVI－VI線縦断面図である。
【図７】図４に示す建物のVII－VII線縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。ただし、以下に述べる実
施形態には、本発明を実施するために技術的に好ましい種々の限定が付されているが、本
発明の技術的範囲を以下の実施形態および図示例に限定するものではない。
【００２５】
　図１において符号１は、建物を示す。この建物１は平屋の住宅であり、屋内空間に複数
の部屋が配設された建物本体２と、この建物本体２の上に構築される屋根３と、を備える
。
　なお、屋根３は、図６，図７に示すように、招き屋根の形状に近い切妻屋根、または切
妻屋根の形状に近い招き屋根であり、南向きの屋根面が北向きの屋根面よりも広く設定さ
れている。当該南向きの屋根面には、図３に示すように、太陽電池アレイ３ａが設置され
ている。
【００２６】
　建物本体２は、図４～図７に示すように、床面の高さ位置が異なる複数の層Ａ，Ｂ，Ｃ
に分かれるとともに、これら複数の層Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれに部屋が配置された状態に構
成されている。
　これら複数の層Ａ，Ｂ，Ｃにおける最下層は第一層Ａであり、建物本体２における大部
分を占めている。第一層Ａよりも高い層は第二層Ｂであり、後述する中間部屋１１が設け
られる。第二層Ｂよりも高い層は第三層Ｃであり、後述するロフト９ａが設けられる。な
お、第二層Ｂおよび第三層Ｃは、建築基準法上、床面積に算入されない広さ（面積・天井
高）で設計されている。すなわち、建物１は、平屋建てでありながら、上下三層に分かれ
て構成された状態となっている。
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　また、後述するが、建物本体２に設けられた各部屋は、その天井の高さ位置（Ｄ～Ｈ）
が複数種類に設定されている。
　さらに、建物本体２は、図１～図４に示すように、南向きの正面側が雁行型に形成され
ている。より具体的には、間口寸法における西側の略半分に相当する部位が、東側の略半
分に相当する部位に対して前方に突き出した状態となっている。
【００２７】
　建物本体２正面における東側の略半分に相当する部位は、屋内空間と屋外空間との中間
領域となる中間領域部４とされている。この中間領域部４は、所謂テラスであり、建物本
体２における南東のコーナー部に位置するとともに屋根３の下方に設けられている。
　中間領域部４（テラス）の床面はウッドデッキからなる床４ａによって構成されている
。この床４ａは、中間領域部４の床面だけでなく、上記の西側半分に相当する部位の屋内
空間に配置される和室８（後述する）の屋外空間側と、建物本体２の東側にも延出して設
けられている。このような床４ａの屋外空間側の先端部は、図６，図７に示すように、屋
根３のうち南側の部分における軒先部の突端よりも、やや建物本体２側に位置している。
　さらに、中間領域部４の床面（床４ａの上面）の高さ位置と、建物本体２の屋内空間の
うち正面側に配置される各部屋の床面の高さ位置とは略等しく設定されている。
　また、中間領域部４（テラス）の天井面は、屋根３の軒裏に水平に設けられた天井４ｂ
（軒天井）によって構成されている。
　このような中間領域部４における天井高は、本実施形態では３．０メートル前後に設定
されている。建築基準法における居室の天井高は２．１メートル以上とされており、中間
領域部４は、それよりも０．９メートル高く設定されているため、開放感のある状態とな
っている。
　なお、後述するが、この中間領域部４の天井の高さ位置は、第三天井高さ位置Ｆに設定
されているものとする。
【００２８】
　なお、中間領域部４とは、屋内空間と屋外空間との中間領域ではあるものの、あくまで
屋外空間にあるスペースであり、屋根３の下方に設けられているとともに屋外空間に向か
って開放された状態となっている。すなわち、中間領域部４は、屋内空間と屋外空間との
中間領域となる屋根３下方の屋外スペースであり、住人が、屋内空間の延長部のような感
覚で利用できるスペースを指している。
　また、中間領域部４はこのように屋外空間であるため、本実施形態では、中間領域部４
における床４ａとして、例えば上述のようなウッドデッキが採用されている。その他にも
、中間領域部４における床として土間床を採用してもよい。すなわち、中間領域部４にお
ける床４ａは、耐水性や耐候性に優れた素材が用いられるか、そのような加工が施された
ものであることが望ましい。さらに、この中間領域部４における床４ａには、屋内空間へ
の水の浸入を防ぐための手段が講じられているものとする。
　また、中間領域部４は、建物本体２のコーナー部に設けられているものとしたが、コー
ナー部とは、いわゆる建物の四隅だけに限られるものではなく、出隅や入隅の発生する箇
所全般を指しているものとする。したがって、中間領域部４は、本実施形態で説明するよ
うな建物本体２の四隅に当たるコーナー部に設けられるだけでなく、例えば平面視略凹型
に構成された建物本体の凹部に設けられてもよいものとする。
【００２９】
　建物本体２における正面側の部位のうち、前方に突き出した部位の西側の箇所に、玄関
ポーチと玄関土間と玄関ホールとが南北方向に連続して形成された玄関５が配置されてい
る。
【００３０】
　玄関５の北側には、トイレと洗面脱衣室と浴室とが南北方向に連続して形成されたサニ
タリースペース６が配置されている。
【００３１】
　玄関５の東側には、リビングルームとダイニングルームとキッチンルームの機能を一室
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に併存させた居室７が、建物本体２の東側端部まで達する範囲に配置されている。
　リビングルームとダイニングルームとキッチンルームとの間に明確な区切りはないが、
リビングルームには、住人が寛ぐためのソファ等の家具が設置されている。ダイニングル
ームにはダイニングテーブルが設置され、キッチンルームには流し台等の調理設備が設置
されている。
　このような居室７は、ダイニングルームの中間付近を境にして西側と東側とで天井１５
，１６の高さ位置が異なる。これら天井１５，１６の高さ位置が異なる領域のうち、天井
１６の高さ位置が、基準となる第一天井高さ位置Ｄに設定された領域を第一部屋７ａと称
し、天井１５の高さ位置が、第一天井高さ位置Ｄよりも高い第二天井高さ位置Ｅに設定さ
れた領域を第二部屋７ｂと称する。
　第一部屋７ａは、居室７におけるキッチンルームおよびダイニングルームの一部を含ん
だ領域であり、床面から天井１６までの高さである天井高は２．４メートル前後に設定さ
れている。この天井高２．４メートルは、近年の住宅におけるリビングルーム等の一般的
な天井高である。
　第二部屋７ｂは、居室７におけるリビングルームおよびダイニングルームの一部を含ん
だ領域であり、床面から天井１５までの高さである天井高は４．０メートル前後に設定さ
れている。
　また、これら第一部屋７ａと第二部屋７ｂの床面は同一の高さに設定されている。
　なお、第一部屋７ａの天井１６の高さ位置と、玄関５およびサニタリースペース６の天
井の高さ位置は略等しく設定されている。すなわち、玄関５およびサニタリースペース６
も第一天井高さ位置Ｄに設定されている。
【００３２】
　また、第一部屋７ａの上方には、屋根裏空間を利用して、建物本体２の第三層Ｃである
ロフト９ａが形成されている。このロフト９ａは、後述する中間部屋１１から階段１１ｃ
によって行き来することができる。
　ロフト９ａの天井の高さ位置は、第二部屋７ｂと略等しく設定されている。すなわち、
第二天井高さ位置Ｅに設定されている。そして、床面から天井までの天井高は、０．８～
１．４メートルに設定されている。
【００３３】
　第一部屋７ａの南側の、建物本体２の雁行型に形成された部位に当たる箇所には、畳が
敷かれた和室８が配置されている（和室８に代えて、サンルームやその他の部屋でもよい
）。
　和室８に敷かれた畳は、一辺が半畳分の長さに設定された正方形状に形成されている。
そして、その畳が、西側の押入れ収納を除く位置に９枚敷き詰められている。
　また、この和室８の天井の高さ位置は、中間領域部４と同様に、第三天井高さ位置Ｆに
設定されている。
　また、この和室８の床面（畳の表面）の高さ位置と、第一部屋７ａの床面の高さ位置は
、図７に示すように略等しく設定されている。
　さらに、和室８の屋外空間側には、中間領域部４側から連続する床４ａが設けられてお
り、開口部８ａを通じて出入りできるようになっている。
　なお、開口部８ａは、後述する第一開口部２１ａと同程度の高さに形成されているもの
とする。
【００３４】
　第一部屋７ａの北側には、主寝室９が配置されている。
　主寝室９の床面の高さ位置と、第一部屋７ａの床面の高さ位置は、図７に示すように略
等しく設定されている。
　また、この主寝室９の天井の高さ位置は、第二天井高さ位置Ｅよりも低く、第三天井高
さ位置Ｆよりも高い第四天井高さ位置Ｇに設定されている。そして、床面から天井までの
天井高は、３．５メートル前後に設定されている。
【００３５】
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　第二部屋７ｂの北側には、上下二層に形成されたスペースがあり、その下層には収納部
１０が配置され、上層には、第二部屋である中間部屋１１が配置されている。
　収納部１０の床面は、図６に示すように、建物本体２の第一層Ａに配置された他の部屋
の床面と略等しい高さに設定されている。
　建物本体２の第一層Ａにおける床のうち、収納部１０が配置される箇所の床の上方に中
間床１１ａが設けられており、この中間床１１ａの下方が収納部１０とされ、上方が第三
部屋１１である中間部屋１１とされている。
【００３６】
　収納部１０は、建物本体２の床と中間床１１ａとの間に設けられた物品収納用のスペー
スであり、天井の高さ位置は、第一天井高さ位置Ｄよりも低い第五天井高さ位置Ｈに設定
されている。そして、床面から天井までの天井高が０．８ｍ～１．４ｍの範囲で適宜変更
可能である。この０．８ｍ～１．４ｍの天井高とは、人が収納部１０に入って、何とか作
業ができる最低限の高さを確保するための高さ範囲であり、かつ、このように天井高を必
要最小限に抑えることで、建物１の高さが高くなることによって隣接する建物に及ぼす日
照減少等の影響を極力少なくすることができる高さ範囲である。
　収納部１０は、図５に示すように、第二部屋７ｂ側の出入口１０ａと、主寝室９側の出
入口１０ｂとから出入り可能となっている。
　第二部屋７ｂ側の出入口１０ａは、可動収納家具１０ｃによって開閉可能とされている
。この可動収納家具１０ｃは、第二部屋７ｂと収納部１０との間に設けられた壁１０ｄの
収納部１０側面に沿ってスライド可能に構成されている。また、この可動収納家具１０ｃ
は箱型に形成され、第二部屋７ｂ側から物品の出し入れが可能となっている。
【００３７】
　第三部屋１１である中間部屋１１は、建物本体２の第二層Ｂに設けられる領域であり、
上述のように、収納部１０の上方に配置されるため、第二部屋７ｂ等がある第一層Ａの各
部屋よりも半階高い位置に配置され、第一部屋７ａのダイニングルームから中間床１１ａ
に設けられた階段１１ｂを通じて行き来できる。
　また、中間部屋１１は、建物本体２の北東におけるコーナー部に位置しており、仕切壁
によって南側と北側に仕切られている。
　中間部屋１１における南側のスペースは、住人全員が利用できる共有スペース１２とさ
れている。また、北側のスペースは、例えば子供が使用する寝室１３（子供部屋とも言う
）とされている。
　第三部屋である中間部屋１１のうち、第二部屋７ｂ側の縁部（すなわち、共有スペース
１２の縁部）には上端部が天井に達しない高さに設定された手摺壁１４が設けられている
。つまり、手摺壁１４の上方空間を介して、第二部屋７ｂのリビングルームと中間部屋１
１（共有スペース１２）とが連通した状態となっている。
　共有スペース１２には、手摺壁１４と東側の外壁（後述する第三壁２３）に沿ってＬ型
の机と椅子とが設置されている。そのため、例えば子供が机に向かっている際にも、第一
部屋７ａや第二部屋７ｂ側の人の気配を感じることができるようになっている。
【００３８】
　手摺壁１４の上方に位置する天井１５は、図６に示すように、第二部屋７ｂと、中間部
屋１１の上方に位置するものであり、水平に形成された箇所と、屋根３の勾配に合わせて
傾斜した箇所とがある。また、屋根３の棟近傍の下方に手摺壁１４が配置された状態とな
っている。
　第一部屋７ａ側の天井１６は水平に形成されており、第二部屋７ｂと第三部屋である中
間部屋１１の上方に位置する上記の天井１５は、第一部屋７ａ側の天井１６よりも高く設
定されている。したがって、天井１５の下方に位置する第二部屋７ｂは、上方に吹き抜け
た状態となっており、開放感がある。
　なお、和室８の天井は、第一部屋７ａ側の天井１６よりも高く設定されているので、住
人が第一部屋７ａから屋外空間側に目を向けた時に視界が広がるように感じさせることが
できる。
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【００３９】
　屋根３のうち、第三部屋である中間部屋１１（特に、共有スペース１２）の上方に位置
する箇所には、開閉自在に構成された天窓１７が形成されている。この天窓１７は、屋根
３から天井１５にかけて形成された筒状部１７ａの上端開口を開閉することができる。
　また、筒状部１７ａは下方に向かうにつれて拡径するように形成されており、天窓１７
から取り込んだ光を広範囲に届けることができる。
【００４０】
　続いて、中間領域部４を主たる構成要素として発揮される建物１の機能について詳細に
説明する。
　この中間領域部４は、第二部屋７ｂに隣接し、かつ床面４ａの高さ位置が第一層Ａと略
等しく設定されるとともに天井４ｂの高さ位置が第一天井高さ位置Ｄと第二天井高さ位置
Ｅとの中間付近である第三天井高さ位置Ｆに設定されるものである。
【００４１】
　建物本体２は、図１～図４等に示すように、中間領域部４に面するとともに正面を向い
て設けられている第一壁２１と、中間領域部４に面するとともに第一壁２１と直交して設
けられている第二壁２２と、を有する。
　さらに、中間領域部４には、第二壁２２とは反対側に位置するとともに屋根３を支持す
る屋根支持部２５が設けられている。この屋根支持部２５は、図１，図４に示すように矩
形壁状（パネル状）に形成されており、第一壁２１に対して直交する方向に配置されると
ともに第二壁２２と平行に配置されている。
　すなわち、中間領域部４は、これら第一壁２１、第二壁２２、屋根支持部２５と、上記
の床４ａおよび天井４ｂとによって囲まれている。
　なお、屋根支持部２５は耐力壁であり、屋根３を確実に支持することができる。また、
本実施形態では耐力壁としたが、これに限られるものではなく、例えば一本または複数の
柱状体でもよい。
【００４２】
　第一壁２１は、中間領域部４と第二部屋７ｂとの間に位置している外壁である。また、
この第一壁２１も耐力壁である。
　第一壁２１の幅寸法は、建物本体２の間口寸法における少なくとも略半分を占める長さ
に設定されている。すなわち、上述のように、建物本体２は、間口寸法における西側の略
半分に相当する部位が前方に突き出しており、東側の略半分に相当する部位に中間領域部
４が設けられている。そのため、中間領域部４を構成する第一壁２１の幅寸法は、建物本
体２の間口寸法における略半分を占める長さに設定されている。
【００４３】
　図１～図４等に示すように、第一壁２１のうち、第二壁２２側が、窓の無い状態で屋内
空間と屋外空間とを隔てる仕切壁部２１ｂとされている。
　仕切壁部２１ｂは、この仕切壁部２１ｂが設けられた箇所において中間領域部４と第二
部屋７ｂとを完全に隔絶するものであり、視線や光、風を通さない建築材料によって形成
され、内部には断熱材が充填されている。
【００４４】
　また、第一壁２１のうち、仕切壁部２１ｂの無い箇所は、屋内空間と屋外空間とを連通
する第一開口部２１ａとされている。
　第一開口部２１ａは、中間領域部４の床４ａ（ウッドデッキ）から天井４ｂ（軒天井）
までの高さと略等しく設定されている。つまり、第一開口部２１ａの高さ寸法は、中間領
域部４の天井高と同様に、３．０メートル前後に設定されている。
　第一開口部２１ａには、窓サッシ等の建具が取り付けられている。より具体的には、第
一開口部２１ａの上端部には、ガラス窓である嵌め殺し窓が取り付けられ、その下方には
、ガラス窓である掃き出し窓が取り付けられている。掃き出し窓の開閉は、引戸形式（引
き違い戸）でもよいし、観音開き形式でもよいし、折戸形式でもよい。
　なお、第一開口部２１ａは、高さ方向に大きくしたものである。すなわち、高さ方向に
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開口を広げて採光や開放感を得ようとするものである。このような本実施形態の第一開口
部２１ａによれば、建物１のエネルギー効率を高めるために、その面積を極力広げないよ
うしながら、採光性や開放感を得ることが可能となっている。
【００４５】
　第二壁２２は、中間領域部４と和室８との間に位置している。また、この第二壁２２も
耐力壁である。
　第二壁２２の幅寸法は、第一壁２１の幅寸法の略半分の長さに設定されている。建物本
体２の間口寸法が例えば１０メートルであった場合、第一壁２１の幅寸法は５メートルに
設定されており、第二壁２２の幅寸法は、その半分の２．５メートルとなる。つまり、建
物本体２における正面西側の前方に突き出した部分は、第一壁２１に対して２．５メート
ル分、突き出した状態となる。
　なお、本実施形態では、建物本体２の間口寸法が１１メートル前後に設定されている。
そのため、第一壁２１の幅寸法は５．５メートル前後に設定され、第二壁２２の幅寸法は
２．７５メートル前後に設定されている。
　このような寸法設定を鑑みれば、第一壁２１は、建物本体２における正面西側の前方に
突き出した部分に対して、かなり屋内空間側の奥まった位置に設けられた状態となってい
る。換言すれば、中間領域部４は、奥行きのあるスペースとして建物本体２の正面に設け
られることになる。
【００４６】
　図２，図４，図６に示すように、第二壁２２のうち、この第二壁２２と第一壁２１とで
形成される入隅部側の端部には、屋内空間と屋外空間とを連通する第二開口部２２ａが形
成されている。また、第二壁２２のうち、第二開口部２２ａがない部分は、窓の無い状態
で屋内空間と屋外空間とを隔てる仕切壁部２２ｂとされている。
　第二開口部２２ａは、中間領域部４の床４ａ（ウッドデッキ）から天井４ｂ（軒天井）
までの高さと略等しく設定されている。つまり、第一開口部２１ａの高さ寸法と略等しく
設定されている。
　第二開口部２２ａには、窓サッシ等の建具が取り付けられている。より具体的には、第
二開口部２２ａの上端部には、ガラス窓である嵌め殺し窓が取り付けられ、その下方には
、ガラス窓である掃き出し窓が取り付けられている。掃き出し窓の開閉は、引戸形式（引
き違い戸）でもよいし、観音開き形式でもよいし、折戸形式でもよい。
【００４７】
　屋根支持部２５は、上述のように、矩形壁状に形成されて中間領域部４に設けられてい
る。
　より詳細に説明すると、屋根支持部２５は、図４に示すように、建物本体２の東側に位
置する外壁の延長線上に、当該延長線に沿って配置されている。すなわち、屋根支持部２
５は第一壁２１から離間して配置されている。
　そして、第一壁２１と屋根支持部２５との間は、中間領域部４と屋外空間とを連通する
ように開口しており、屋外空間から中間領域部４側に向かって光を差し込ませるための採
光部２５ａとされている。
　また、採光部２５ａと第一開口部２１ａは、直交し合うような位置関係で隣り合って配
置されており、採光部２５ａと第二開口部２２ａは、互いに向き合うようにして配置され
ている。
　つまり、採光部２５ａからは、屋外空間の南東側から第一開口部２１ａに向かって光を
差し込ませることができるとともに、屋外空間の東側から第二開口部２２ａに向かって光
を差し込ませることができる。
【００４８】
　一方、建物本体２の屋内空間においては、第二部屋７ｂが、第一壁２１を介して中間領
域部４と隣り合い、第三部屋である中間部屋１１が、第一壁２１との間に第二部屋７ｂを
挟んだ状態で当該第二部屋７ｂに隣り合った状態となっている。
　そして、共有スペース１２の縁部に設けられた手摺壁１４と、第一壁２１の第一開口部
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２１ａとが、図６に示すように、第二部屋７ｂの特にリビングルームの上方空間を介して
対向している。さらに、手摺壁１４の上端面は、第一開口部２１ａの上端部よりも下方に
位置しており、例えば共有スペース１２の机で、椅子に座りながら作業を行う際に、目線
の先には第一開口部２１ａがあり、さらにその先に屋外空間がある状態となる。
【００４９】
　また、図４に示すように、第二層Ｂには、手摺壁１４と直交して配置されているととも
に屋外空間に面する第三壁２３が設けられている。そして、この第三壁２３には、屋外空
間から屋内空間に向かって光を差し込ませるための第三開口部２３ａが形成されている。
　すなわち、建物本体２の東側に位置する外壁が第三壁２３であり、この第三壁２３に、
第三開口部２３ａが形成されている。
　より詳細に説明すると、第三開口部２３ａは、共有スペース１２に面して、かつ、共有
スペース１２に置かれたＬ型の机よりも上方に配置されている。しかも、この第三開口部
２３ａの上端部は、手摺壁１４の上端よりも上方に位置している。これにより、この第三
開口部２３ａから共有スペース１２および第二部屋７ｂに光を差し込ませることができる
。
【００５０】
　また、図４に示すように、第二層Ｂには、手摺壁１４と平行して配置されているととも
に屋外空間に面する第四壁２４が設けられている。そして、この第四壁２４には、第一壁
２１の第一開口部２１ａと対向する位置関係となる第四開口部２４ａが形成されている。
　すなわち、建物本体２の北側に位置する外壁が第四壁２４であり、この第四壁２４に、
第四開口部２４ａが形成されている。
　より詳細に説明すると、第四開口部２４ａは、第二層Ｂにある中間部屋１１の北側スペ
ース（子供部屋）に位置する開口部である。中間部屋１１は、上述のように仕切壁によっ
て南北に仕切られており、この仕切壁には戸によって開閉可能な出入口が形成されており
、当該出入口と第四開口部２４ａとが対向し合う位置関係となっている。
【００５１】
　以上のように構成された建物１は、採光や通風に係る機能を発揮することができる。
　すなわち、中間領域部４は、比較的軒の出の長い屋根３の下方に設けられるものである
が、屋内空間と屋外空間との中間領域であるため、屋外空間から中間領域部４に対して光
を差し込ませることができる。中間領域部４に差し込んだ光は、第一開口部２１ａから第
二部屋７ｂに差し込まれ、第二開口部２２ａから和室８や第一部屋７ａ側に差し込まれる
。
　また、季節によって太陽光の角度は異なり、夏季の日射角は高いため太陽光は屋根３の
軒先部によって好適に遮られる。一方、冬季の日射角は低いため太陽光は部屋７まで差し
込むことになる。
　さらに、建物本体２の東側にある第三開口部２３ａからも屋内空間（特に共有スペース
１２およびその周囲）に光を差し込ませることができる。
　さらに、屋根３に形成された天窓１７からも屋内空間（特に共有スペース１２およびそ
の周囲）に光を差し込ませることができる。
【００５２】
　また、第一壁２１の第一開口部２１ａを開放するとともに、中間部屋１１において南北
を仕切る仕切壁の出入口を開放し、さらに第四壁２４の第四開口部２４ａを開放すること
によって、南北方向に風を通すことができる。
　さらに、天窓１７を開放することによって、上下方向にも風を通すことができるように
なっている。
　また、図５に示すように、収納部１０は二つの出入口１０ａ，１０ｂを備えるため、双
方の出入口１０ａ，１０ｂを開放することによって、収納部１０内にも風を通すことがで
きる。
【００５３】
　以上のように構成された建物１は、本実施形態では平屋であるとしたが、これに限られ
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るものではなく、複数階建ての建物であってもよい。この場合、中間領域部４は、建物本
体における最上階のコーナー部に設けられることが好ましい。最上階よりも下方の階のコ
ーナー部に設けられる場合には、上階構造（例えば中間領域部４の上方に位置する部屋な
ど）を屋根３に代えて適用してもよいものとする。
　また、第一部屋７ａおよび第二部屋７ｂはリビングルーム等を有する居室７としたが、
これに限られるものではなく、寝室や子供部屋等の部屋でもよい。
　また、第一部屋７ａと第二部屋７ｂは壁によって区切られた個別の部屋であってもよい
し、必ずしも隣接していなくてもよい。つまり、第一部屋７ａが基準となる第一天井高さ
位置Ｄに設定され、中間領域部４に隣接する第二部屋７ｂが第二天井高さ位置Ｅに設定さ
れていればよい。
【００５４】
　本実施の形態によれば、屋内空間と屋外空間との中間領域となる中間領域部４は、屋根
３の下方に設けられているので、住人は、この中間領域部４を屋内空間の延長部のような
感覚で利用することができる。そのため、屋内空間と屋外空間との間を行き来しやすくな
り、屋内空間と屋外空間とが、あたかも一続きの空間であるかのような印象を与えること
ができるので、開放感を高めることができる。
　また、第一壁２１には、第一層Ａと略等しい高さ位置に設定された床面４ａから、第一
天井高さ位置Ｄと第二天井高さ位置Ｅとの中間付近である第三天井高さ位置Ｆに設定され
た天井４ｂまでの高さ寸法と略等しい高さ寸法に設定された第一開口部２１ａが形成され
ているので、高さ寸法のある窓開口を確保できるとともに、中間領域部４と第二部屋７ｂ
との間から、例えば垂れ壁のように目線の上にある壁を無くすことができる。これにより
、例えば高さ寸法の低い開口に比して採光性を高めることができるので、その分、第一壁
２１の位置を奥まった位置に寄せて配置することができる。そのため、中間領域部４の奥
行きを広く確保することができるので、中間領域部４への雨の浸入を抑えるとともに採光
性を確保でき、中間領域部４を利用する人に対して開放感を与えることができる。さらに
、このような高さ寸法のある第一開口部２１ａによれば、中間領域部４や第二部屋７ｂに
いる人への圧迫感を少なくすることができるとともに、視線を遮るものを少なくすること
ができるので、開放感を高めることができる。
　また、手摺壁１４と第一開口部２１ａとが、第二部屋７ｂの上方空間を介して対向し、
第一開口部２１ａの上端部は、手摺壁１４の上端部よりも上方に位置しているので、第一
開口部２１ａを介して第三部屋１１から屋外空間を見ることができる。そのため、第二部
屋７ｂから屋外空間を見た時の開放感を高めることができるだけでなく、第二層Ｂに配置
された第三部屋１１から屋外空間を見た時にも開放感を高めることができる。
【００５５】
　また、屋根支持部２５は第一壁２１から離間して配置され、これら屋根支持部２５と第
一壁２１との間が、屋外空間から第一開口部２１ａに向かって光を差し込ませるための採
光部２５ａとされているので、たとえ第一壁２１が中間領域部４における奥まった位置に
設けられた場合であっても、第二壁２２とは反対側に位置する採光部２５ａから第一開口
部２１ａへの採光を確保しやすい。すなわち、屋外空間の光を、採光部２５ａおよび第一
開口部２１ａを介して屋内空間に差し込ませることができるので、屋内空間への採光性を
向上させることができる。
【００５６】
　また、第二壁２２に形成された第二開口部２２ａと採光部２５ａは、互いに向き合うよ
うにして配置されているので、採光部２５ａから中間領域部４側に差し込んだ光を、第二
開口部２２ａを介して、第二開口部２２ａの屋内空間側にある部屋（和室８）にも差し込
ませることができる。すなわち、屋外空間の光を、採光部２５ａおよび第二開口部２２ａ
を介して屋内空間に差し込ませることができるので、屋内空間への採光性をより向上させ
ることができる。
【００５７】
　また、手摺壁１４と直交する第三壁２３に形成された第三開口部２３ａから屋内空間に
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向かって光を差し込ませることができるので、第三部屋１１はもとより、第三部屋１１に
おける手摺壁１４の上方空間を介して第二部屋７ｂ側にも採光を確保できる。
【００５８】
　また、屋根３のうち第三部屋１１の上方に位置する箇所に天窓１７が形成されているの
で、屋外空間の光を、天窓１７から第三部屋１１に差し込ませることができる。また、天
窓１７から差し込む光を、第三部屋１１における手摺壁１４の上方空間を介して第二部屋
７ｂにも差し込ませることができる。そのため、屋内空間への採光性をより向上させるこ
とができる。
　さらに、第一開口部２１ａから天窓１７に向かって、またはその逆方向に風を通り抜け
させることができるので、屋内空間における通風性を向上させることができる。そのため
、中間領域部４および屋内空間における開放感の向上に貢献できる。
　これによって、屋内空間における居住の快適性をより向上させることができる。
【００５９】
　また、第四壁２４には、第一開口部２１ａと対向する位置関係となる第四開口部２４ａ
が形成されているので、第四開口部２４ａから第一開口部２１ａ側、すなわち第三部屋１
１および第二部屋７ｂへの採光を確保できる。さらに、第一開口部２１ａから第四開口部
２４ａに向かって、またはその逆方向に風を通り抜けさせることができるので、屋内空間
における通風性をより向上させることができる。
【００６０】
　また、第一壁２１の幅寸法は、建物本体２の間口寸法における少なくとも略半分を占め
る長さに設定されているので、建物１全体において中間領域部４が占める割合を大きくす
ることができる。したがって、この中間領域部４を、住人に対して、単に建物１の一画に
過ぎないという印象ではなく、その場に居つくことのできる住空間の一つとして印象付け
ることができる。
　さらに、第二壁２２の幅寸法は、第一壁２１の幅寸法の略半分の長さに設定されている
ので、第二壁２２と直交する第一壁２１の位置を、屋内空間側に寄せて設けることができ
、中間領域部４の奥行を屋内空間側に深くすることができる。これによって、中間領域部
４内を雨に濡れにくい空間とすることができるので、屋内空間の延長部として居心地よく
することができる。また、雨天時に洗濯物を干すスペースとしても利用できる。さらに、
夏場には屋根３によって日差しを遮りながら、第一開口部２１ａから屋内空間に風を取り
込むことができるので、屋内空間における居住環境を快適にすることができる。つまり、
中間領域部４および屋内空間における居住の快適性を向上させることができる。
【００６１】
　また、建物１が平屋であるため、斜線制限等の法令に基づく高さ制限を過剰に気にする
ことなく、屋内空間における天井高を高くすることができる。そして、屋内空間の天井高
を高くするのに伴って、第一開口部２１ａの高さも高くすることができるので、天井高が
低いことによる圧迫感を軽減でき、開放感を高めることができる。
　また、周辺住宅が複数階建てである場合には、周辺住宅の上階側から中間領域部４への
視線を屋根３によって遮ることができるので、中間領域部４におけるプライバシーを確保
できる。
【符号の説明】
【００６２】
１　建物
２　建物本体
３　屋根
４　中間領域部
４ａ　床
４ｂ　天井
７ａ　第一部屋
７ｂ　第二部屋
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８　和室
１０　収納部
１１　中間部屋（第三部屋）
１４　手摺壁
１７　天窓
２１　第一壁
２１ａ　仕切壁部
２１ｂ　第一開口部
２２　第二壁
２２ｂ　第二開口部
２５　屋根支持部
２５ａ　採光部
Ａ　第一層
Ｂ　第二層
Ｃ　第三層
Ｄ　第一天井高さ位置
Ｅ　第二天井高さ位置
Ｆ　第三天井高さ位置
Ｇ　第四天井高さ位置
Ｈ　第五天井高さ位置

【図１】 【図２】
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